
令和４年度第４回三沢市中小企業振興会議議事録 

 

１．開催日時  令和５年３月２３日（木） １０時００分～１０時５２分 

 

２．開催場所  三沢市役所 本館４階 大会議室 

 

３．出 席 者  前田会長、奥崎委員、附田委員、片山委員、工藤委員、 

        田村委員、花田委員、鹿目委員、久保委員 

 

４．欠 席 者  月舘委員、成田委員、内澤委員、中村委員、南委員、 

        稲川委員、保坂委員 

 

５．事 務 局  吉村経済部長、中村産業観光課長、松橋産業支援係長、 

        山内主査、平主事 

 

６．開催概要 

◎第４回振興会議 

⑴ 現状の分析、課題の抽出 

・事務局より説明（資料１） 

⑵ 市の取組（令和５年度）について 

・事務局より説明（資料２） 

⑶ 東北経済産業局からの情報提供 

・事務局より説明（参考資料） 

  



７．会議概要 

（１）現状の分析、課題の抽出 質疑応答 

発 言 者 内  容 

前 田 会 長 それでは、次第に従いまして会議を進めさせていただきま

す。まず、案件（１）現状の分析、課題の抽出です。事務

局より、説明をお願いします。 

事 務 局 （事務局より案件１について説明） 

前 田 会 長 どうもありがとうございました。ただいま事務局から説明

がありましたが、何かご意見・ご質問あったらお願いいた

します。質問・ご意見ないでしょうか。事前に資料が行って

いるはずですので、多分、目は通していると思うので。 

附 田 委 員 通していない。 

前 田 会 長 なければ次に移りますがよろしいですか。もしあればまた

質問を取ります。それでは、案件（１）は以上といたしま

す。続いて、報告の１点目「市の取組について」事務局お願

いいたします。 

事 務 局 （事務局より報告１について説明） 

前 田 会 長 ありがとうございました。報告の２点目「東北経済産業局

からの情報提供」が終わってから質問を取ります。事務局

お願いします。 

事 務 局 （事務局より報告２について説明） 

前 田 会 長 ありがとうございました。ただいま、報告１と２がありま

したけれども、何か質問があればお願いします。 

久 保 委 員 事業承継についてだが、市役所のどこかの課に事業承継に

ついて相談に来られる企業はいるのか？ 

事 務 局 現状市役所を目掛けて事業承継の相談に来ましたという方

はいない。ただこちらの方でも関係機関のご案内を徐々に

させていただいているので、２１あおもり産業創造支援セ

ンター等々でも事業承継の窓口を強化しているというふう

に聞いているので、そちらに相談事体が増えているという

ふうになっている。市として相談を受けているというより

は商工会とかそういったところに相談が行っているのかな

というふうに思っている。 

前 田 会 長 商工会お願いします。 



奥 崎 委 員 商工会の方には、かなりの件数で相談がある。県の商工会

と連携して、先ほどおっしゃっていた２１財団の中に事業

承継の支援センターが入っているので、上十三地区の専門

家もいるので、その方に来てもらって状況を確認して、例

えば中小企業診断士とかいろんな専門家を集めて進めてい

ってもらっている形である。 

久 保 委 員 後継者が不足しているということに悩んでいるという方が

多いという話は聞くのだが、三沢市内の企業の方で、三沢

市外の人に譲りますよとかそういうのがあって、本社が変

わりますとかっていう感じになるよりだったら、三沢市内

の業者で何とかできるってことがあったらいいのではない

かなというふうに思っている。そういう場があればいいか

なって思った。М＆Ａのメールやハガキが郵送されてくる

のが多いので、三沢市内から出ていってしまう企業とかが

増えたりするのかなってのいうのが気になっている。市内

や県内で済む話であれば、そういう場ができればいいのか

なって思った。 

前 田 会 長 よろしいですか。その他、何かないですか。 

花田委員お願いします。 

花 田 委 員 住宅リフォームの補助金についてだが、助成金が 20 万から

10 万円になったのは、今年度からか？私も最近知りまして、

結構人気のやつだったので、毎年毎年早くになくなるとい

う感じがあったのだが、事務局の方に今朝確認したら、今

年度もう一週間残っているが、まだ 600 万くらい残ってい

るそうだ。キャンセルも多くて、当然資材高騰とか様々な

ことがあって、悩んでいる間にこういう人もいるのだろう

が。逆に 20 万から 10 万ということなって、やっぱりお客

さんにしてみるとなんか意欲を削ぐような感じになってい

るので、これから新年度どういうふうな感じになるのかな

って思っている。20 万から 10 万に下がったことをこの会

議で検討するあれは何もないのだけれど、もう少し情報が

あってもというか、この話をとにかく聞きたいと思った。 

前 田 会 長 私からも現場の方の補足として、説明する。前年度までは、

補助金が 3,000 万ぐらいあった。20万が最大で、補助率 10％



は変わらないが、当然 150 万であっても今では、10％なの

で 15 万。今は 15 万ではないが。そうすると 200 万を超え

る工事に関しては最大 20 万円。300 万でも 200 万の工事で

も 20 万が最大。４月１日から始まって一昨年は 10 月でお

金が無くなった。それが今度は 3,000 万を 2,500 万までに

減らして、昨年度はこういう法則でやったが、現在 600 万

余っている。10 万ですからあと 60 組必要なわけだ。もう不

可能。今花田委員が言ったとおりこれは疑問に思っていた。

それを今年はどういうふうにやっていくのか、ちょっと分

かりませんが、その辺を含めて事務局分かっている範囲で

いいので、説明してください。 

事 務 局 会長がおっしゃったとおり令和３年度に関しては 10 月で

いっぱいになってしまって、受けられない方が結構出てし

まった。補助金自体の額は変わらないが、希望する人皆に

行き渡らせるには、一人 20 万から 10 万に下げて少しでも

多くの人に希望した人全員に行き渡るようにということで

10 万円に下げてみたが、今回、お金が余る。令和５年度新

年度予算編成のときには分からない状態だったので、今年

も 10 万になるが、令和４年度の結果と令和５年度やってみ

て、途中経過を見ながら、令和６年度に例えば 20 万は無理

だが、15 万に上げてみるとかっていうのは検討する余地が

あるとは思っている。 

花 田 委 員 分かったが、やはり逆に人気だから、集中して漏れる方が

いるのはもちろんなのだが、そこによって意欲がどんどん

削がれる。逆に言うと諦めてしまっていいやって声の方が

私はダメだと思う。ここ何年か、とにかく４月になったら

すぐ出そうねっていうお客さんが結構あった。仮に漏れて

しまっても、あと１年我慢してその次の年とかっていうふ

うになっていた。私が心配しているのは、そういうのがだ

んだんなくなってくるのではないかなというところ。毎年

お金が余るではないけどそういう感じになるのでないかな

と思っている。私は新年度になったらこれでやるっていう

のは、本当は考えて貰いたいなと思っている。それの方が

活性化になるような気がする。 



前 田 会 長 私からも補助説明として、現場の声。お客さんが指定され

た業者に頼めば前は 20 万だった。今度は 200 万、300 万で

あっても 10 万しか来ないのであれば、指定された業者に頼

まず、私の親戚は八戸にいるから八戸に頼むという話が広

がっている。花田さんが言ったとおりこれではまずい。せ

っかくの補助事業なので、その辺も含めて事務局でもし変

更できるのであれば、もう３月議会が終わったが、色々変

更できるのであれば努力してみてください。以上が花田さ

んと私の質問です。 

前 田 会 長 その他なにかないでしょうか。 

久 保 委 員 今年度やってみて来年度っていうのは、スピードが遅いの

ではないかと思う。一般企業だと余っているものがあった

ら安くしても売れみたいな感じになる。今、せっかく予算

が付いたのに、使えないとかってなれば勿体ない。変える

のは、市役所内では難しいのか。システムを変えるべきだ

と思うのだが。 

吉 村 部 長 役所のシステムとしてどうしても予算ありきという形にな

る。予算が余ったから、そこで制度をいっきに変えるとか

そういった形をとるということはそれまでにその制度を利

用した方に対しての不公平感っていうのがどうしても出て

きてしまうので、今度逆に言えば、じゃあ様子を見て今後

あとからたたき売りじゃないが、制度を緩和した形でやる

のがどうかという人も出てくる可能性もあるし、色々と考

えられることがある。今役所の制度上の話ということで、

言っているが、そういったところが全て議会を通した上で

の予算編成になるので、そういったことがあって、にわか

に年度途中で制度を切り替えるっていうのはなかなか難し

い。ただ、先ほど花田委員、前田会長さんからも意見を頂い

たので、たまたま今年度、需要が減ったのか、来年度この形

で継続してみて、また同じような状況になるのであれば、

当然この制度自体が意味をなしていないということになる

ので、次の年度に向けて、制度の見直しを状況を見ながら、

順次行っていきたいというふうには考えている。 

久 保 委 員 制度を変えるには、議会がこういう言い方すればあれだが、



ネックなのか？ 

吉 村 部 長 議会がネックになるというか、議会に対して、こういう形

でやりますというふうな説明をして予算を組んでいる。そ

れと違った運用の仕方をするということはやはり議会軽視

という形となってしまうので、それをクリアするという意

味でも年度年度の予算の区切りというのはどうしても出て

くるので、そういったことで一つの制度を年度途中でにわ

かに変えていくっていうのは、なかなか難しいものという

ふうに私は考えている。 

久 保 委 員 不公平感っていうのは分かる。ありがとうございます。 

前 田 会 長 ありがとうございます。その他何かないですか。 

鹿 目 委 員 資料１の 15 ページの市内の企業の経営課題ということで、

やはり皆さん人材の強化（採用・育成）という点で、課題を

抱えてらっしゃるっていうのが、ここで明確になっている

なあというところを改めて数字でも感じているし、普段の

私の仕事柄、相談を受けることが多いので、肌感覚でも感

じているところである。それに対して、資料２の２ページ

の中小企業サポート補助金で人材育成、採用だけに関わら

ず、人材育成に対しても補助金という手当がされるように

なったところはやっぱり第一歩なのではないかなというふ

うに思っている。社員に教育として投資するという文化が

まだまだ馴染んでいない会社さんも多数あるので、こうい

ったところで後押ししていただけると大変ありがたい。た

だ一方で、採用の相談もかなり最近多くて、ハローワーク

に出していても全然来ないんだよみたいな相談がすごく増

えてきている。たまたまネットワークでご相談いただいた

という経緯があるが、まずどこに行けばいいのかっていう

のが分からないままにハローワークに出し続けるっていう

ところがあるので、やっぱりハローワークももちろん一つ

だが、欲しい人材として、若手が欲しいという思いも企業

さんとしてはあると思うので、そうなったときに別の方向

もやっていかなければならないという時にアドバイス、ど

こに相談にいけばいいのかっていうところを少し明確にし

てくださるとまた企業さんとしても今急いで一人採用した



いからまずここに相談しましょうとかスピード感をもった

対応をしてもらおうみたいな意欲になるのではないかなと

思う。ここの課題とこの補助金の橋渡しみたいな、ポスト

というかポジションに人を配置していただけるとより課題

の解決につながるし、こういった補助金・助成金を使って

いただけるっていう部分にもなるのではないかなとは個人

的には感じている。 

前 田 会 長 どうもありがとうございます。その他何かないでしょうか。 

田 村 委 員 資料１の 16 ページ、データによる裏付け（２）人材の育成、

確保、地元企業の基盤維持ということで、（シ）DX・IT 人材

というのが、青森県全体で約 71％が DX・IT 人材という部分

にまだ何も取り組んでいないということにあるかと思う

が、あまりにも時代が急ぎ進み過ぎている。事業者の方々

とかって現場の方についていけないというところがひとつ

あるのではないかと思った。これから国も DX・IT そういっ

たものをどんどん進めていくということで、東北経済局の

補助金の 14 ページの IT 導入補助金とかある。しかし、三

沢市の令和５年度の市の取組ということについて、DX・IT

関係というところで、補助金もまだなされていないという

ことなので、補助金という形もそうだが、市内の事業者の

方々にも DX・IT というのがそもそもどうして必要なのかと

かそういったような研修とかが必要ではないかと思った。 

事 務 局 貴重なご意見ありがとうございます。まず、DX・IT 人材へ

の三沢市としての支援のお話です。金銭的なサポートとい

うか先ほど支援の中でご紹介した中小企業サポート補助金

なるものがある。これは、以前の UI ターン人材確保の助成

金をマイナーチェンジしたもので人材育成にも使えるよう

にした。こうした経緯がここにあるという風なところであ

る。かねてから 15 ページに記載してあるとおり、人材育成

の人材強化というところがずっと課題として挙げられてき

たので、我々としてもそこに何かご支援をというふうなと

ころはあったが、ただ先ほど田村委員もおっしゃった DX・

IT 人材確保のお話がここ数年で出てきたよう内容であっ

た。一方でここの表には 71％がまだ取り組んでいないとい



う状況であるので、サポートする側からするといまいち需

要が見えづらいところが現状である。だとしたときにここ

で IT 人材や DX に関する人材の支援と具体的に謳ってしま

うと、例えばまだそこまで至っていないという風な状態に

なった場合に、さっきの話ではないが、そのまま余ってし

まうという風なことになってしまうので、そうならないよ

うにそうでない人材の育成に関しては、そういったものに

も柔軟に使えるような形で設計をしているので、どこまで

DX・IT 人材確保・育成に関するご申請があるかどうか見て

みないと分からないが、それを見て需要を確認したうえで

次の一手を打っていきたいという風に考えている。そのほ

かにもここ数年でできた DX 推進課なるものがあって、市内

の市民が主な対象で講座等も間接的ではあるが実施してい

るというふうなところである。いずれにしてもこれからも

っと進めていかなければならないところだと思うので、引

き続き取り組んでいきたいという風に思っている。 

前 田 会 長 ありがとうございます。よろしいでしょうか。その他ない

でしょうか。 

附 田 委 員 がらっと話は変わるが、産業観光課ということなので、我々

中小企業家同友会で障害者問題っていうのを結構真剣に取

り組んでいて、障害者問題が福祉の問題ではなくて、雇用

の問題に移り変わっている。我々2025 年に全国の同友会が

集まって障害者問題の全国大会を青森で開く予定だが、雇

用の問題＝障害者雇用をどうするかというのを平等に考え

ていかなければならない。そういった問題に対しての市の

取組というのをご存じの範囲でお知らせいただきたい。 

前 田 会 長 事務局お願いします。 

事 務 局 お答えできるかどうか分からないが、お答えする。障害者

雇用に関しては基本的には現状当市だと産業・商工セクシ

ョンではなく福祉部門にまだあるという風な状態である。

もちろん連携自体は、全くないとかそういうわけではなく

障害福祉課で持っている部会の方に我々が雇用サイドの委

員として招かれて検討している段階ではあるが、特段それ

に関しての特化した施策や政策を考えていこうよっていう



風なところには至っていないのが現状だと担当レベルでは

認識している。 

附 田 委 員 多分そうかなと思って聞いたが、今後、我々事業者レベル

で、障害者の雇用の受け皿をどのように作っていくかって

いう事業者の責任が非常に大きいものがあるし、それに対

しての知識がいまいち無い。委員会の方も一生懸命頑張っ

てはいるが、福祉施設が中心となっているで、一般の事業

者を中に入れて雇用の解決をしていくかっていうのが今後

の大きな課題だと思っている。もっと大きいのは沖縄県と

青森県は障害者に対する支払賃金が全国で一番低いという

現実があって、障害者の収入能力をどのように上げていく

かという問題もあるが、雇用の確保、生産性のある障害者

をいかに組み入れていくかっていうのも今後の雇用問題の

１つにしていった方がいいのではないか。福祉の問題では

ないような気がするので、一人でも多くの障害者が社会に

貢献できる環境を作るっていうのは、行政にとっても我々

事業者にとってもメリットがあることだと思うので、共同

で取り組んでいく課題ではないかなと思って、ちょっとこ

こでは関係ないとは思ったが、お話させていただいた。 

前 田 会 長 どうもありがとうございました。今附田委員の方から質問

がありましたが、私ら中小企業振興会議ですけれども雇用

の問題に関わる問題なので、考えてもいいのではないかと

いうことでした。福祉も絡んでいるが、事務局としてはそ

の辺も含めて今後考えてください。お願いいたします。 

久 保 委 員 障害者の雇用についてだが、大人の発達障害についてはす

ごく問題になってくるところがあって、大人になってから

自分が発達障害だって気づく人が多かったりする。大人の

発達障害の就労移行支援事業っていうのをやりたいなって

思っているものの、お金を借りられないってところがあっ

て、始められていないが、各企業さんでそういうところで

悩んでいる方達が多くて、それと今後大人の発達障害の人

口が増えるというか多いという感じがある。その人たちの

特性を理解した上でどういうふうに雇用していこうかって

いうのがこれからの問題、取り組まなければならないこと



になると思う。ひとつの会社ができていればいいというの

ではなく、世の中全体がそういう流れになっていかなけれ

ばならないところがある。確かに附田さんがおっしゃると

おり青森県は、障害者に対する意識が低いところがあって

金融機関でもそれに対して投資するとかっていうのも難し

く感じているところがあったりする。世の中全体これから

絶対そうなっていくし、国の方でも今高齢福祉よりも障害

福祉の方に予算を付けているのが多く、そういう施設を増

やしていこうという動きもあるので、これから取り組んで

いくべきこと、これからの各企業の課題になるのではない

かなというふうに思う。 

前 田 会 長 貴重な意見ありがとうございました。そういうことだそう

ですので、よろしくお願いいたします。その他ないでしょ

うか。それではないようでありますので、最後になります

けれども、本日の総括をいたしまして、吉村部長お願いし

ます。 

経 済 部 長 経済部長の吉村でございます。前田会長さんをはじめ、委

員の皆さまにおかれましては、ご多用中にもかかわらず、

会議にご参加頂いた上、積極的な議論を頂きました事に、

心から御礼申し上げます。今年度は、１年延期となってお

りました市議会との意見交換会が実施され、非常に建設的

な意見交換をすることができました。令和５年度は、今年

度いただいた意見をしっかりと分析・整理したうえで三沢

市の抱える課題を解消するための「提言」作成に向けて取

り組んでいきたいと考えております。なお、私を含め、人事

異動により異動となる職員もおりますが、今後も変わらぬ

お付き合いの程、どうぞよろしくお願いいたします。結び

に、市内中小企業のさらなる振興と本会議の益々のご発展

をお祈り申し上げまして、簡単ではございますが、 私か

らの挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。 

前 田 会 長 ありがとうございました。本日の会議は以上で終わります

けれども、よろしいですか。本日の今日の会議本当にご協

力ありがとうございました。また来年１年間ありますので、

よろしくお願いします。 



 


